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言百
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ぶ’ 7年「己　　言

。

|144?Mj聊紅既だ桐

　たくさんの

　アイディア料理登場

２　　　　　副参ﾌﾞﾀﾞ??髄呂（ﾉﾉｽ．･．　　　　･．　　　　･･･皿

□いｿﾞ=臣匹こ

　「地域米消費拡大対策事業」の一環として「こども米料

理コンクール」が８月23日、壬生中央公民館で行われ、

小学１年から中学３年まで９組の小･中学生が参加しました．

　こどもたちは手際よく調理を始め、アイディアいっぱい

の米村埋か次々と完成、どれも甲乙つけがたいレペルの高

いコンクールとなりました．

〔置優兼兼〕　「ライスバーグ､フライライス､ぎょうざライス」

・疋田綾子、外塚順子、前田知美（壬生小6年）

瀕こ兼ｺC　　にはん入り千－ズ春巻き」

・楼水素乃、飯野由記、木野内由美子、篠原里美往生中3年）

発行　壬生町役場　編集総務部企画財政課　毎月拓日発行　〒321-02栃木県下都賀郡壬生町適町12番22号　a0282-82川234

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－



嘔国民文化祭･とちき95

⑩平成7年10月27日⑤≫11月5日①

ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
月

2 7
目
～
‥
‥
‥
一
月
４
目

　
文
化
の
国
体
と
い
わ
れ
る
国
民
文
化
祭
が
、
１
０
月
２
７
日
か
ら
１
１
月
５
日

ま
で
の
１
０
日
間
、
栃
木
県
内
2
2
市
町
４
５
会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

壬
生
町
で
は
、
お
も
ち
や
博
物
館
、
総
合
公
園
を
会
場
に
『
国
際
お
も
ち
や

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
『
国
際
お
も
ち
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
は
、
。
お
も
ち
や
の
森
に
歓
声

が
こ
だ
ま
“
す
る
〃
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
’
遊
び
‘
の
な
か
で
取
り
入

れ
ら
れ
た
手
作
り
お
も
ち
や
の
全
国
公
募
作
品
の
展
示
を
は
じ
め
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
交
流
を
図
る
場

と
す
る
た
め
、
屋
内
と
屋
外
の
二
つ
の
空
間
を
舞
台
に
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

W

展示会場となる壬生町おもちや博物館

シャトルバスをご利用ください
フェスティバル期間中、おもちゃのまち駅東口からフェ

シャで、

料）

スティバル会場（おもちや博物館、総合公園）ま

トルバスを運行しますのでご利用ください。（無

　シャトルバス運行予定表

　◆10月27日（全八10月30ﾛ（月）、10月31日（火）
　　11月１日（永代11月２日（水）

【
屋
内
部
門
】
（
篇
£
も
ち
｀
博
｀
館
）

～
学
び
の
森
コ
ー
ナ
ー
～

　
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
手
作
り
お
も

ち
ゃ
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
選
ば
れ
た
優
秀

な
作
品
を
お
も
ち
ゃ
博
物
館
に
展
示
し
、
入
賞
作
品
を

表
彰
す
る
ほ
か
、
外
国
お
も
ち
ゃ
の
展
示
や
お
も
ち
ゃ

の
で
き
る
ま
で
を
映
像
や
づ
不
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

【
屋
外
部
門
】
（
会
場
一
総
合
公
園
）

～
ふ
れ
あ
い
の
森
コ
ー
ナ
ー
～

　
唄
の
お
姉
さ
ん
と
タ
ワ
ー
と
仲
間
た
ち
シ
ョ
ー
や
中

国
雑
技
団
公
演
、
ち
び
っ
千
ク
イ
ズ
シ
ョ
ー
、
そ
し
て

ゲ
ス
ト
に
有
田
気
息
さ
ん
を
迎
え
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

おもちゃのまち駅東円一総合公園

おもちゃのまち駅 言紺谷合’U蚕川棚言H
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25

45

05
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05

25

～
体
験
の
森
コ
ー
ナ
ー
～

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
教
室
や
会
場
巡
回
の
ロ
ー
ド
ト
レ

イ
ン
、
フ
ァ
フ
ァ
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
、
ボ
ー
ル
の
海
、

そ
し
て
ビ
ー
玉
・
メ
ン
コ
な
ど
を
使
っ
た
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
町
文
化
協
会
に
よ
る
野
点
・
菊
の
展
示
や

町
各
種
協
力
団
体
の
催
し
、
藤
井
小
学
校
児
童
の
「
か

ん
ぴ
ょ
う
音
頭
」
や
国
谷
幼
稚
園
園
児
の
「
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
」
、
壬
生
寺
保
育
園
園
児
の
「
円
仁
太
鼓
」

な
ど
の
ス
テ
Ｌ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
、
会
場
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

※
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
は
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の

入
場
料
は
無
料
に
な
り
ま
す
。
（
日
に
よ
っ
て
は
、
入
場

を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

２



IUajぶぶi･ツ２必デφ均一会場案内

l回迂l貼台べi･ツ２必デ4政詞ィペント予定

/
10/27日 28日 ９総煙9E匠……゛''j

30日 ３１日 11/1ロ ２日
鍍……゛

.
UJ-
｛氷lぼ

,
゛-

jX

,

゛
｀゛

.

別脆

連日

全 士．
日

一 一

月 火 水 木
……i-'座談

　，.aμ　－'･゛゛ 土

　屋　　内

(おもちゃ博物館)

　　　常設展一おもちゃのできるまでを映像・パネル展示で紹介

----一企画展一外国おもちゃの展示　　　　　　　　　　　一一一一-

　　　公募作品展　－入選作品２００点程度を展示

　　　　　　　　　　　　　9:30ヽ16:00
　　　　　　　　1　　　　1　　　　1

・オープニング

　セレモニー

９ニ15～9:30

屋

外

－
総
合
公

園
陸
Ｌ

競
技

場－

テント内等

1 み μ 　 ザ 1 ぐ

　－-く手作りおも

ちゃ教室〉一一一一

①Ｈ：０(ト12:00

②14:30～15:30

　　－
メンコ・ビー玉・本のおもちや等を

使って遊ぶ

　　　　　9:30～16:00

　　　ダ柔括り心４，４希ｇ翁i吋丈へ|

①11:00～12:00
②14:30～15: 30

ステージ

／ Å ． ？ 　 φ ゝ

〈町関係団体出演〉

藤井小・国谷幼稚

園・壬生.寺保育園

の３団体の演技

　10:30～11:30

　　《表形式等》

　1に30～13:00

ぐ中国雑技団公演）

　14 : 00～15:00

／私ノり゛｀　　ｙ
－－－-く唄のお姉

さんとタローと仲

間からショー〉→

①10:00～10:30

②13:00～13:30

《町関係団体出演》

.3個体の演技

割ｎ.3胎碓に蜀

ぐドーグジョーヅ

出演予定盲目誠忠

①H:30～12:00

②14:00･ヽ14:3()

ｔ

遊びのコーナー紹介十クイズショー

　　　　①jO:30～11:30

　　　　②13:30～14:30

遊びのコーナー一紹介十クイズショー

　　　　①10:30～llニ30

　　　　②13:30～14 : 30

　　　　ｘ夕吸4JZllJ

さんとタローど仲

間かもショー）－

勤物のぬいぐるみ

の演奏

①10:00～10:30

②13:Oo～13:30

常　　設
ファファ・ロードトレイン・ボールの海

　　　　　　期間中毎日

その他

　　　〈競技会〉

　　輪投げ大会

　15:00～16:00

---一野　占-一一
　　　　　j1¥ゝ　　ミ

外国人パフォーマ

ーの演技

一一模擬店-，

外国人パフォーマ

ーの演技

　　《競技会ﾝ｀

　　輪投げ大会

　15:00'、16:00

閉会セレモニー

15 : 00～IC 00

謁9関孫団体出演

無卦小引登生寺保

育園の２所体の演

技を含む）

JJ　♂1Lゝ

　　｜

３



第10回国民文化祭・

とちぎ95開催地マップ
１宇都宮市

・27日（合）　オープニングバレード

　　　　　　　　　（宇都宮市街）

・27日（金）　間会式・オープニングフェスティバル

　　　　　　　　　（栃木県総合文化センターメインホール）

・27日（金）～５日（日）

　　　　　　　　美術展（洋画・工芸）

　　　　　　　　　（栃木県総合文化センターギャラリ＝）

　　　　　　　　美術展（儒道・写真）

　　　　　　　　　（宇都宮市内デパート）

・28日（土）～３日（金）

　　　　　　　　生活文化総合フェスティバル

　　　　　　　　　（栃木県立宇都宮産業展示館）

・28日（土）～５日（日）

　　　　　　　　工業デザインフェスティバル

　　　　　　　　　（宇都宮市体育館）

29日（日）　邦楽の祭典

　　　　　　　　（栃木県総合文化センターメインホール）

29日（日）　オーケストラの祭典

　　　　　　　　（宇都宮市文化会館大ホール）

２黒磯市

･27日（金）

27日（金）

オーブニングパレード

　(黒磯市街)

開会式・オープニングフェスティバル

　(黒磯市文化会館大ホール)

・29日（日玖４日（士）

　　　　　　　　オペラ

　　　　　　　　　〔黒磯市文化会館大ホール〕

３塩原町

･31日(火) シンポジウム
　｢リソートライフと文化活動｣

　(塩原町文化会館ホール)

４西那須野町

・27日（金）～５日（日）

　　　　　　　美術展（野外彫刻展）

　　　　　　　（にしなすの運動公園）

５大田原市

・27日（金）～29日（日）

　　　　　　　那須与－フェスティバル

　　　　　　　　（那須野が原ハーモ二－ホール）

・31日（火）～５目（日）

　　　　　　　竹と陶の祭典（大竹芸祭）

　　　　　　　　（那須野が原ハーモ二－ホール）

６黒羽町

・28日（土）～29日旧）

　　　　　　　文芸祭（俳句）

　　　　　　　　（芭蕉の里文化複合センター等）

・30日（月）　文芸祭（運句）

　　　　　　　　（黒羽町民体育館）

12烏山町

・３日（金） 郷土芸能大集合

　(烏山町山あげ会館前広場等)

29日（日）　文芸祭（川柳）

　　　　　　　　（栃木会館小ホール）

１日（水）～２日（木）

　　　　　　　　とちぎ能楽祭

　　　　　　　　（栃木県総合文化センターメインホール）

　　　　　　　　（薪能）（栃木県中央公園等）

１日（水）～５日旧）

　　　　　　　　生活文化総合フェスティバル

　　　　　　　　（全国駅弁フェスティバル）

　　　　　　　　（宇都宮市内デパート）

２日（木）～４日（土）

　　　　　　　　とちぎ茶華道祭（大軍展）

　　　　　　　　（宇都宮市内デパート）

３日（金）　バレエ・モダンダンス祭

　　　　　　　　（宇都宮市文化会館大ホール）

５日（日）　全国吟詠剣詩貫通祭
　　　　　　　　（宇都宮市文化会館大ホール）

５日旧）　　閉会式・グランドフィナーレ

　　　　　　　　（栃木県総合文化センターメインホール）

13鹿沼市

・28日（土）～５日（日）

　　　　　　　全国演芸フェア

　　　　　　　　（鹿沼市花木センター）

・29日（日）　　日本蓑踏の祭典

　　　　　　　　（鹿沼市民文化センター大ホール）

７藤原町

・４日比） 郷土芸能大集合

　(藤原町総合文化会館)

８矢板市

・29日（日）～30日（月）

　　　　　　　文芸祭（短歌一合同大会）

　　　　　　　　（矢板市文化会館大ホール）

・4Eﾖ（土）～５日（日）
　　　　　　　演劇・人形劇祭

　　　　　　　　（矢板市文化会館大ホール等）

９日光市

・30日（月）～31日（火）

　　　　　　　とちざ茶華道祭（大茶会）

　　　　　　　　（日光市内二社―寺）

10今市市

・４日（土）

11河内町

・３日(金)

合唱祭

　(今市市文化会館大小

とちぎ夢の大舞踏会

　(河内町総合体育館)

ル）

17益子町

・27日（金）～５日（日）

　　　　　　　竹と陶の祭典（大陶芸祭）
　　　　　　　　（陶芸メッセ・益子）

18大平町

・３日（金）～４日（土）

　　　　　　　全国映像の祭典

　　　　　　　　（おおひら町民ホール）

19南河内町

・28日（土）　シンポジウム

「古代の地方文化」

（自治医科大学地域医療情報研修セ

ンター大講堂）

22小山市

・29日（日）民謡・民舞の祭典

・５日〔日〕シンポジウム

　「道と文化」

　（小山市立文化センター大ホール）

20足利市

・27日（金）　オーブニングバレード

　　　　　　　　　（足利市内）

・27日（金）　開会式・オープニングフェスティバル

　　　　　　　　　（足利市民会館大ホール）　｀

・27日（金）～５日〔日〕

　　　　　　　　美術展（日本画）

　　　　　　　　　（足利市立美術館）
29日（日）

２日（木）～３

21佐野市

･28日(土)

文芸祭（現代詩）

　（足利市民プラザ文化ホール等）

日（金）

国際ジャズフェステイバル

　（足利市民会館大ホール）

ファッション・インｊと右ぎ

　(佐野市文化会館大ホール)

31日（火）、３日C金）～４日（土）

　　　　　　　　演芸祭

　　　　　　　　　（佐野市文化会館大ホール等）

４

15栃木市

・27日（金）～30日（月）

　　　　　　　世界楽器フェスティバル

　　　　　　　（栃木市文化会館大ホール）

16真岡市

･28日（土） 吹奏楽の祭典

　(真岡市民会館大ホール等)



県
議
会
上
本
委
員
会
が
現
地
調
査

北
関
東
自
動
車
道
（
仮
称
）
壬
生
Ｉ
Ｃ
に

ア
ク
セ
ス
す
る
幹
線
道
路
の
早
期
整
備
を
要
望

　
栃
木
県
議
会
土
木
委
員
会
（
川
崎
和

郎
委
員
長
ほ
か
８
名
）
と
県
関
係
者
の

コ
打
が
８
月
2
4
日
、
（
仮
称
）
壬
生
ィ

ン
タ
ー
線
の
現
地
調
査
の
た
め
（
仮
称
）

壬
生
Ｉ
Ｃ
予
宅
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
調
査
箇
所
は
、
県
道
宇
都
宮
・
栃
本

線
と
北
関
東
自
動
車
道
（
仮
称
）
壬
生

Ｔ
と
に
ア
ク
セ
ス
す
る
幹
線
道
路
で
あ

る
と
と
も
に
、
町
振
興
計
画
に
お
け
る

国
谷
地
区
周
辺
整
備
の
核
と
な
る
路
線

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県

道
羽
生
田
・
上
蒲
生
線
と
（
仮
称
）
壬

生
Ｔ
と
を
結
ぶ
路
線
（
５
０
０
ｍ
）
の

早
期
整
備
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
清
水
町
長
ほ
か
町
執
行

部
を
け
じ
め
、
地
元
の
佐
藤
県
議
、
町

議
会
か
ら
松
井
副
議
長
が
出
席
し
、
清

水
町
長
が
現
地
の
状
況
や
要
望
路
線
の

説
明
を
し
て
本
路
線
の
早
期
整
備
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
次
の
４
か
所
も
早
期
着

工
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

①
〔
道
路
改
良
〕
助
谷
地
内
の
県
道
上

　
田
・
壬
生
線
８
０
０
ｍ

②
一
道
路
改
良
〕
鯉
沼
・
国
谷
地
内
の

　
県
道
羽
生
田
・
上
蒲
生
線
１
、
３
ｏ
ｏ
ｍ

③
〔
街
路
整
備
〕
国
谷
地
内
の
県
道
宇

　
都
営
・
栃
木
綿
２
、
０
０
０
ｍ

④
一
道
路
改
良
〕
今
井
地
内
の
県
道
宇

　
都
営
・
栃
木
綿
延
長
１
、
９
５
０
ｍ

平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る

　
町
並
び
に
町
教
育
委
員
会
圭
催
に
よ

る
平
和
講
演
＆
映
画
の
つ
ど
い
が
８
月

６
日
（
且
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
記
念
映
画
「
十
六
地
蔵
物

語
」
を
上
映
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
認
識

し
た
後
、
清
水
町
長
が
「
戦
後
5
0
年
を

振
り
返
り
、
平
和
に
つ
い
て
新
た
に
考

え
る
機
会
と
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
続
い
て
法
政
大
学
の
杉
山
茂
雄
教

授
の
「
日
本
と
国
連
…
5
0
年
間
を
振
り

返
っ
て
・
：
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

平
和
の
雅
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

平成7年度経営事項審査及び入札資格審査日程
　平成７年度栃木県経営事項審査及び建設工事、測量・建設コンサルタント等業務入札資格審査日程が、
次のように決まりましたのでお知らせします。
第１期　県内の建設業者及び測量･建設]ﾝｻﾙﾀﾝﾄ等業者で営業年度 決算期)の終了が1月から6月まで､及び10月から12月までの業者

受　付
受付対象業者

受付時間 受　　付　　　場　　　所 受　付　区　分

削削曜 午前 午後 名　　称 所在地 電話番号 午　　前 午　　後

10 30 月 栃木土木事･務所管内

9:00～

　11:00

I:00～

　3:00 下都賀庁舎福利厚生棟 栃木市神田町6,6 栃本土木�23-3433

而号（名称）の頭文字が

　「あ］、「う」、「え」

商号（名称）の頭文字が

　　　「い」

岫ド穴 タ　　　　ク ｢お｣ ｢か｣、に｣

1レ　卜水

　｜　｜
々　　　　夕 「き」～「け」、「し」 ｢さ｣

２ 本 夕 ク 々　　　　夕 ク 「す」～「そ」
「ち」～「て」

「だ」　－

ｉ ６１月 夕　　　　々 ｢と｣、｢な｣ 「に」～「ひ］

第２期県内の建設業者及び測量･建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等業者で営業年度(決算期)の終了が7月から９月までの業者
受　付

受付対象業者
受付時間 受　　　付　　　場　　　所 受　付　区　分

舵［ﾊﾟ曜 午前 午後 名　　称 所在地 電話番号 午　　前 午　　後

12 21 木 栃木土木事務所管内

9:00～

11:00

I:00～

　3:00 下都賀庁舎福利厚生棟 栃木市神田町6-6 栃木上水昔23-3433

商号･（名称）の頭文字が

　　「あ」～「お」

商号（名称）の頭文字が

　　「か」～「せ」

1 22 ・金

｜　｜
々 々 々　　　　ク 「そ」～「な」 「に］以降

※9月決算の]賢の方で12月の審査剔までに書類が整わない場合は諸白の審査期言に刎l理課あてにその和文群提付石こ比より､1肋肘陪査縁けることがで討す瀋査の陽、

　場肘どは後H追給します、

　なお､本庁帽肘査は9月決訓暗の方のみが対針なりますので､それ以外の豹認められませんので十分ご往意訃打、

○県外に本社をもつ建設業者及び測量･建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等業者の入札参加申請受付

　　☆梶山方法　郵送受付のみ(持参では受け付けません)
　　☆提出先　干320栃木県宇都宮市坂田1-1-20

　　　　　　　　　栃木県土木部監理諜建設業係(fl0286-23-2390)
　　☆受付期間　建設業者､測量･建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業者等とも

　　　　　　　　　平成7年12月１日～平成8年1月19日(消印有効)
５



心

W

くらしのみちづくり事業

　町では、旧壬生市街地のまちづくりの一環として、歴史・文化の中心であった壬生滅を

中心とした概ね１１０ｈａの地区の歴史的道すじの整備計画を進めていますが、今年度か
ら、大手門通りと御用水通りの整備に着手いたします。
　今回は「壬生町のくらしのみちづくり概念図」および「大手門通り・御用水通りの事業

概要」についてご紹介いたします。

　　　　　壬生町のくらしのみちづくり概念

　前回（平成７年３月号）の「くらしのみちづくり事業」でご紹介しました「みちづくりの
基本的方向」をもとに概念図に表すと次のようになります。

６



７

大手門通り・御用水通り事業概要

［〉’大手r1通り（町道3 － 173号線）【整備予定期間５年、延長約650m】

大手門通り（町道3-173号線）：城址公園前の整備イメージ
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　壬生城の正庁へ通じる道すじで

あった大手門通りを、“行政・文

化・歴史の拠点を彩る道”づくり

をテーマに、城址などの歴史をイ

メージさせた通りとするため、次

のとおり整備を行います。

①街路灯やボラード（車止め八

　および名称や由来を伝える案内

　サイン、その他舗装素材等を城

　のメインストリートにふさわし

　い通りになるよう考慮し、設置

　する。

②歩道およびコミュニティ空回を

　最大限に確保し、行政・文化

　歴史のシンボルロードとなるよ

　う、歩行者がゆとりと安全を備

　えたみちづくりを行う。

御用水通り（町道3-170号線）：整備イメージ

　
壬
生
用
水
は
城
内
の
生
活
用
水
と
し
て
引

き
入
れ
ら
れ
、
夏
期
は
潅
漑
用
水
、
冬
季
は

防
火
用
水
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
壬
生
用
水
跡
地
付
近
を
回
呆
し
く
歩

け
る
散
策
路
‘
　
ご
白
然
環
境
と
の
共
生
“
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
次
の
と
お
り
整
備
を
行
い

ま
す
。

①
壬
生
用
水
の
復
元
を
図
り
な
が
ら
、
通
学

　
路
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
な
、
楽
し
く

　
歩
け
る
散
策
路
と
し
て
再
現
す
る
。

②
ホ
タ
ル
や
魚
な
ど
が
生
息
す
る
自
然
環
境

　
を
確
保
し
、
見
て
・
触
れ
て
楽
し
め
る
散

　
策
路
を
つ
く
る
。

▽
御
用
水
通
り

（
町
道
３
－
１
７
０
号
線
）
【
整
備
予
定
期
間
５
年
、
延
長
約
８
０
０
ｍ
】



お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

’
健
康
は
一
生
の
財
産
‘

　
平
成
６
年
度
の
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
、
男
性
が
７
６
5
7
歳
、
女
性
が
8
2
・
9
8

歳
で
、
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
て
い

ま
す
。
6
0
歳
で
定
年
退
職
す
る
と
、
そ

の
後
約
2
0
年
近
く
の
人
生
が
あ
る
わ
け

で
す
。

　
こ
の
時
期
を
楽
し
く
、
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
う
え
で
、
一
番
の
心
配
事

は
「
健
康
」
で
す
。

　
高
齢
者
の
健
康
状
態
に
は
、
次
の
４

つ
の
特
徴
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

①
病
気
に
か
か
り
や
す
い

②
一
人
の
患
者
が
い
く
っ
も
の
病
気
を

　
も
つ
こ
と
が
多
い

③
慢
性
の
病
気
が
多
く
、
治
療
が
長
く

　
か
か
り
が
ち
に
な
る

①
再
発
や
他
の
病
気
の
併
発
を
起
こ
し

　
や
す
い

-

　
こ
の
４
つ
を
頭
に
お
い
て
、
日
々
の

健
康
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
食
事
を
と
る
、
体
操
や
散
歩
な
ど
適

度
な
運
動
を
す
る
、
十
分
な
休
養
を
と

る
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
、

こ
と
な
ど
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

人
生
の
完
成
期
を

　
　
い
か
に
過
ご
す
か

　
こ
の
時
期
は
人
間
と
し
て
最
も
充
実

し
た
「
人
生
の
完
成
期
」
で
す
。
孤
独

に
陥
っ
た
り
、
無
為
な
日
々
を
送
る
こ

と
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
す
ぐ
に
で
も
は
じ
め
ら
れ
る
例

を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
長
く
続
け
ら
れ
る
趣
味
を
も
つ

◇
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　
こ
れ
ら
は
、
一
つ
の
例
で
す
。
「
何

を
生
き
が
い
に
す
る
か
」
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
、
少
し
ず
っ
で
も
行
動
を
起

こ
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
「
地

震
に
強
く
な
る
よ
う
に
建
物
を
補
強
す

る
に
は
お
金
が
か
か
る
。
で
は
、
ま
ず

防
災
用
品
を
そ
ろ
え
て
お
こ
う
」
と
い
っ

た
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
し
か
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
地
震

に
備
え
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
る

も
犬
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
す

防
災
用
品
を
備
え
る
こ
と
が
す

べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
地

震
が
起
き
た
と
き
に
ど
う
命
を

守
る
か
」
「
地
震
が
起
き
る
前

に
す
べ
き
こ
と
は
何
か
」
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
療

で
も
予
防
が
あ
る
よ
う
に
、
防

災
に
も
命
を
守
る
た
め
の
ジ
丁

防
“
が
大
切
で
す
。
住
宅
そ
の

も
の
も
健
康
診
断
を
受
け
、
弱
い
と
こ

ろ
は
補
修
す
る
ー
当
然
費
用
は
か
か
り

ま
す
が
、
命
と
お
金
は
引
き
替
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
津
波
や
火
災
と
い
っ
た
二
次
災
害
を

除
け
ば
、
地
震
で
亡
く
な
る
人
は
建
物

や
家
財
道
具
の
下
敷
き
に
な
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
も
「
テ
レ
ビ
や
ダ
ン
ス
が
２
～
３

メ
ー
ト
ル
も
飛
ん
で
き
た
」
な
ど
、
ふ

　
　
　
　
）

だ
ん
の
生
活
で
使
っ
て
い
る
も
の
が
、

一
瞬
に
し
て
凶
器
に
変
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
つ
ま
り
、
家
そ
の
も
の
は
も

ち
ろ
ん
、
ダ
ン
ス
や
本
棚
、
テ
レ
ビ
と

い
っ
た
家
財
道
具
が
、
揺
れ
が
収
ま
る

問
、
あ
る
い
は
安
全
な
所
へ
避
難
す
る

ま
で
倒
れ
て
こ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

命
が
助
か
る
確
率
が
高
く
な
る
の
で
す
。

で
は
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
イ
ラ
ス
ト
で
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
工
夫

が
、
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　
地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
地
震
に
対

す
る
備
え
も
生
活
時
間
に
長
い
場
所
を

優
先
し
た
り
、
寝
て
い
る
と
き
は
無
防

備
で
す
の
で
寝
室
か
ら
は
じ
め
た
り
、
あ

る
い
は
一
つ
の
部
屋
だ
け
は
安
全
な
空

間
に
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
状

況
で
考
え
て
実
行
に
移
し
て
く
だ
さ
い
。

８



平成７年度

長か番付表
〔平成７年９月１日現在　ただし年齢については平成７年12月31日現在〕(敬称略)

《亀》 《鶴》

言UH麿訪欧言 固
IU 働組頭亘言 市贈 言近H　首説示 言肩衝目白 言HI111琉示談名白白1顛動 HH重陽類服訃 言1111誰詰腹言|||||

中　表　町 苑池年５月14日 99 和貝ハナ 横　綱
仲　通　町
仲　通　町

剔紐年２月26日

明治30年６月|祀

98

87

長島ハツ
橋本ハナ

大　関 木村ナカ
川又ムメ

98

97

明治30年2月25日

明治31年3月27日

至宝町北

中　　　　泉

原　　　　坪
三　好　町
栄　　　　町

中　　　　泉
栄　　　　町

明
明
明

明
明

台32年6月28目

的絆Ｈ月３日

蝕特２月６日

蝕3年4月に

的絆10月14目

96

96

95

95

95

鈴木半セ

菅野ヨネ
前原トシ
上巳タミ
鈴水子之吉

関　脇 福山さつ
長戸ヤ工
佐藤ツネ
田中フミ

96

95

95

95

明治32年７月18目

引肋年１月1拐

引肋年3月30日

影肋年５月|汪

しもつけ荘
しもつけ荘
安塚南郡
上　通　町

下　　　町

上　新　町
国谷中央
原　　　坪
上　表　町
北　小　林
上　　　　田

［

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

［

リ

リ

り

９

り

り

§

白34年1月14目

的4年２月に

的4年５月10目

台34年８月２日

蝕4年９月2回

蝕4帽O月2拐

蝕4帽2月12目

94

94

94

94

94

94

94

神長手ン
犬柳アサ
石村ハナ
鈴木トヨ

鈴木チ力
藤栄ベン
飯塚手クノ

小　結 新本番岩
間本国平
鈴木　長
田中ヨシ

賀長ア牛
白倉シズヱ

94

94

94

94

94

94

明
明
明
明

明
明

白34年１月30[]

台34年２月７日

蝕4年７月15日

白34年9月11日

紬年10月1巧

拙年10月28日

上　表　阿
東　下　台
下　横　町
至宝町南
下　　　　町

栄　　　　町

釜　ケ　濁
音　　　　坪
福　和　田
下　　　　町

六美南第２
しもつけ荘
しもつけ荘
万　　　　町

六美町北部
稲葉下木馬
下　横　町

上　通　町
舟　　　　町
国谷本田
しもつけ荘
至宝町北
北　小　林
泉　下　台

下　　　　町
下　　　　町
上　長　田

本　　　　郷
城　　　　南
安　塚　２
しもつけ荘
西　高　野
至宝町南
中　　　　泉
本　　　　郷
泉　下　白
檀　和　田

国谷中央
緑町３丁目
城　　　　南
下　表　町
城　　　　南
原　　　　坪
安　塚　３

馬　　　　湯
原　　　　宿
馬　　　　湯
福　和　田
鹿　　　　高

明治35年６月回

明治35年８月1犯

則白35年９月|昭

昭帥5年12月６目

引帥5年12月20E］

則帥6年１月18日

嗣帥6年２月2拐

引帥6年３月15 E］

明治36年3月26目

引帥6年４月25日

嗣帥6年６月28E］

副帥6年７月20日

明治36年10月16日

嗣帥6年11月５日

明治36年11剔4日

影帥6年12月１目

明治36年12剔6目

測白37年２月１日

私的7年２剔2目

明治37年３月28日

明治37年４月17目

引帥7年６月12日

睨治37年７月２日

嗣帥7年８月17日

和帥7年９月19目

明治37年10月24日

和帥7年11月25日

明か7年12月24日

明治38年１月15日

明治38年２月13日

和帥8年３月１日

明治38年３月15日

明治38年４月10日

明治38年４月25日

明治38年５月15日

明治38年５月22日

明治38年６月15日

明治38年６月27日

明か8年９月２日

明か8年10月15目

印白38年Ｈ月屈

明治38年12月］

明治38年12月５日

93

93

93

93

93

92

92

92

92

92

92

92

92

92

92

92

92

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

91

90

90

90

90

90

90
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90
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出典スイ
山川手夕
黒川ミョ

賀長ヤス
渡遷寅八
福田植太郎
青木ョシ

上野手工
篠崎テウ
坂田ハツ
鈴木ハツ

奈良部峯吉

宇賀神タネ
野□　ともよ

飯田ヱイ
戸館喜一
鈴木シン
赤木四郎
落合ツル
三上ノョ

横山サト
杉山こと
川俣本夕
石島タツ
篠原テル
甫坂サイ
高山マサ

斎藤イソ
板子長日
海老華　継
大豆生田金Ｔ郎
赤羽根伝称
塩沢　撮

湯沢イク
゛岸　　きくの
若井朧平
小端トミ

渡漫チカ
井上植治
黒川タケ

橋木手ワ
安納ゲン
鯉沼ワ力
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　　　34

　　　35

　　　36

　　　37

　　　38

　　　39

　　　40

　　　∠H

　　　42

　　　43

　　　44

　　　45

　　　46

坂本質重

清水トラ

荒川牛ン

舷　田　ツ　ル

出非命一郎

河野辺　英

中村きよ

大関ハマ

鈴木レン

ニ宮つね

佐藤ツネ

学都見　ミ　ネ

岩崎牛ヨ

人見ヨシ

高山牛ン

山　中　牛　ヨ

栗原タネ

橋本一郎

横倉牛ヨ

石塚正義

森　田　マ　ス

風間スイコ

学資神　タ　カ

人江七EL郎

榊原　ミツ子

小倉ヨシ

戸崎ト牛

若林タメ

臼井卜牛

石村牛セ

石塚正志

高橋牛チ

渡漫言五郎

鈴本夕‥メ

松本志ん

折談林松

高山タケ

松木フヂ

鈴木理一郎

安生ナヲ

前原廣吉

坂木たが

荒川ソヨ

三品啓吉

栗原マサ
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脂
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合35年6月|川

合35年8月22目

的5年9月20日

蝕5年12月20日

蝕6年１月17目

合36年2月８目

的6年3月回

的6年3月1川

的6年3月28目

的6年６月川

合36年７月18口

合36年10月10Eﾖ

合36年10月21 E]

的6年11月7E]

的6年11月1拐

引6帽2月14口

合37年１月1川

的7年２月10目

的7年２月20E]

合37年３月20口

合37年4月1川

的7年4月25E]

合37年６月26E]

的ﾌ年8月州

的7年8月28日

蝕特9月21目

的ﾌ年10月10目

的ﾌ年Ｈ剔8口

合37年12月に

合38年１月1総

帥8年2月10目

合38年2月26口

合38年３月５日

蝕8年3月27目

白38年4月14目

的8年５月１目

的8年５月18口

合38年６月３日

台38年６月18[]

的8年８月５口

合38年９月13目

的8年10月25目

的8年Ｈ月ｍ]

的8年12月１目

的8年12月2川

旭　　　町
下　　　坪
上　新　町
安塚中央

釜　ケ　渕
しもつけ荘

中　表　町
上　　　町
壬生下馬水
下　表　町
中　　　　泉
東　下　台
安　塚　１
栄　　　　町

国谷新田
安　塚　２
三　好　町
場　　　場
上　　　町
壬生下馬水
上　　　　田
幸町１丁目
幸町３丁目

中　　　　泉
六美町北部
本　　　郷
胤　　　町

釜　ケ　渕
中　　　　泉
岡谷中央
壬生下馬水
しもつけ荘
国谷外道

安　塚　２
下　表　町

本　　　郷
西　高　野
城　　　内
安　塚　１
栄　　　　町
田　　　　向
緑町４丁目
上　　　町
至宝町北
落　　　合

９
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平
成
４
年
６
月
農
林
水
産
省
は
、
2
1
世
紀
に
向
け
て
の
農
政
の
基
本
的
方
向
を
「
新
し
い
食
料
・

農
業
・
農
村
政
策
の
方
向
」
（
新
政
策
）
と
し
て
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
新
政
策
」
を
受
け
て
、
平
成
５
年
８
月
、
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
市
町
村
は
、
農
業
構
造
の
現
状
と
そ
の
将
来
（
概
ね
１
０

年
後
）
を
展
望
し
、
農
業
が
他
産
業
並
の
所
得
と
労
働
時
間
に
よ
り
、
職
業
と
し
て
選
択
で
き
る
魅

力
と
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
構
想
」

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
本
町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
農
業
経
営
基
盤
の
基
本
的
な
構
想
」
（
基
本
構
想
）
を
策
定

し
、
県
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
「
基
本
構
想
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
本
町
農
業
施
策
の
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

~
ｔ
･

４

Ｓ
。

｝
‘
Ｓ
‐

Ｏ
「
基
本
構
想
」
で
は
、
ま
ず
本
町
農

　
業
の
現
状
と
し
て
、
主
に
次
の
３
点

　
を
課
題
と
し
ま
し
た
。

　
①
就
業
の
機
会
の
増
大
に
よ
る
兼
業

　
　
化
か
進
み
、
特
に
土
地
利
用
型
農

　
　
業
（
水
稲
作
）
の
担
い
手
不
足
が

　
　
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
②
農
地
の
資
産
保
有
意
識
が
高
く
、

　
　
農
地
の
流
動
化
が
思
う
よ
う
に
進

　
　
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
③
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
顕
著
で
す
。

○
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
町
は

　
次
の
と
お
り
「
望
ま
し
い
農
業
経
営

　
及
び
農
業
構
造
の
目
標
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
①
年
間
農
業
所
得
と
し
て
、
専
業
農

　
　
業
者
が
、
地
域
に
お
け
る
他
産
業

　
　
従
事
者
並
の
生
涯
所
得
に
相
当
す

　
　
る
額
で
主
た
る
農
業
従
事
者
一
人

　
　
当
た
り
８
０
０
万
円
程
度
、
一
経

　
　
営
体
あ
た
り
１
。
０
０
０
万
円
と

　
　
し
ま
し
た
。

　
②
年
間
労
働
時
間
と
し
て
、
主
た
る

　
　
農
業
従
事
者
一
人
あ
た
り
２
。
０

　
　
０
０
時
間
と
し
ま
し
た
。

　
③
農
業
経
営
の
目
標
を
達
成
す
る
か

　
　
め
、
次
の
よ
う
な
営
農
類
型
を
モ

　
　
デ
ル
と
し
て
示
し
ま
し
た
。

　
　
ア
、
個
別
経
営
体
（
1
4
種
類
）

　
　
　
　
類
型
例
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
イ
、
組
織
経
営
体
（
２
類
型
）

　
　
　
類
型
例
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

○
こ
れ
ら
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、

　
町
は
次
の
施
策
を
中
心
に
実
施
し
て

　
行
き
ま
す
。

　
ア
、
意
欲
あ
る
農
業
昔
々
生
産
組
織

　
　
に
つ
い
て
は
、
認
定
農
業
者
制
度

　
を
通
じ
て
、
そ
の
育
成
・
確
保
に

　
努
め
ま
す
。

イ
、
土
地
利
用
型
農
業
に
つ
い
て
は
、

農
地
銀
行
活
動
を
積
極
的
に
展
開

　
し
、
農
地
流
動
化
推
進
委
員
に
よ

　
る
農
地
の
据
り
起
こ
し
活
動
を
強

　
化
し
て
、
利
用
権
の
設
定
・
農
作

　
業
の
受
委
託
を
促
進
し
ま
す
。

ウ
、
土
地
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

　
引
き
続
き
重
点
施
策
と
し
、
は
場

　
の
犬
区
画
化
、
用
排
本
施
設
等
の

　
整
備
を
図
り
ま
す
。

エ
、
認
定
農
業
者
等
に
対
す
る
先
端

　
技
術
の
導
入
、
生
産
方
式
や
経
営

　
管
理
の
合
理
化
等
の
指
導
及
び
研

　
修
会
の
開
催
等
を
行
う
経
営
改
善

　
支
援
の
た
め
の
体
制
整
備
を
図
り

　
ま
す
。

経営類型（モデル）

額胆| WI
‥　　一　個止一別　…．‥経………営………体……………………万

八八

見　一　見　－
抒匹

見　一　見　一
　一　　一
元条箇条
千生

　胎　　胎

　⑧⑩　⑩　⑤⑩⑤⑧⑦⑥　　　⑤④　③②　①
育採豚40肉　　乳洋鉢バきナ十＿干に十冬い十水

吸卵２頭牛　　牛ラ物ラくシ水Ｏ瓢ら秋春ち小稲
８鶏繁－＿　．-、ン　　　　　　稲・一一き　卜ご豆－

７－殖十常飼吸－．-、－、．-、．＿－６　０　０　ゆマー又10
5常ム水特科牛ｏｏｏｏ２４ｈａ・　　う　トｏは坦
Ｏ特Ｏ稲飼作４０’　　　　゛ｈ｀Ｊ８　７　り－゛六十

羽吸引＿、育物頭２２２　５５丁十ha
ha－04混一

゛ｼ鶏タ380　7　｀ha ha 5 ha ha 一生丁゛ﾀﾞｏ　・坦－ぷ
八戸≒ﾚ⊃二回言づぺ

匹に]　出　　　牛　　　　　　　　　　　麦・　レ　坦坦　゛゛一
丁八　　笥　yl　　　　　　　バレ　　　　　　　こ

ha間頭　　牛　　｀　　　　　　　ha憩　　　　　　　　一
一　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

経

営｀

類

型

名

60　　　30

ha　　　ha

5.4　　　　　　　0.45　　　　　13
ha　　　　　　　　ha　　　　　　ha

面経

積営

10
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制度

　　　　　　　　　　　　　　　ヽ----ヽ--－ヽ-…---　新政策を受けて成立した農業経営基盤強化促進法による、新しい認定農業者

制度がスタートしました。

　認定農業者制度とは、２１世紀に向けて経営規模の拡大・集約化、複合化に

よって農業以外の産業に見劣りしない経営体づくりを目指す者の農業経営改善

計画を町が認定し、関係機関が支援するものです。

　次の要件を満たしていれば、町が農業経営

改善計画を認定します。

①町が定める「基本構想」の経営指標の水準

　以上であること。

②目標を達成することが確実視されること。

③農用地の効率的・総合的な利用を図る内容

　となっていること。

　認定農業者になると、次のようなメリット

があります。

①農用地の利用集積の支援

農業経営改善計画認定制度の仕組み

りり

O半白
Ｉ
－
‐

ﾃﾞﾉ↓
　　　　　　　　ヨ　　　必要に応じて経営

経営改善スベシヤ　　　　“??リタ:

リストの派遣　　：　　　　　Ｅ　　　　　　　：

　　　　　　　　Ｖ　　　Ｅ………

②農業生産法人出資育成事業

③税制上の特例（機械などの割増償却）

④融資の優遇

　　（認定農業者のための新融資制度の発足）

⑤経営改善のための研修などの実施

※詳しくは、町経済都農務課（�８２－

１２３４内線１６７）へお問い合わせ

ください。

１１

例ｉぱ、みなし認定羞業者

青色申告農業者、農業者年

金加入者、制屋漏金活用騰

業者、大規模豊薬害尊

－
‐
‐
‐
―
－
－

　
　
　
―
　
－

へ1/

アドバイス

支援措置

･農業蜃員会馨による農用地のill用

　の集梱の支援

･税制上の聘例(割増償却制崖)

･農林迪業金恚11塵からの融圃の

　配慮

･経営管理向上などの研燦の実緬

必要に応じて各分野の：

専門窟を紹介　　、心．

Iそれぞれの欄間・団体の

剖|に応じた指禰・勤言

計画に基づいて

　経営を改善

　　　　・

　　　　Ｉ

　　　　Ｉ　　　Ｗ

二号し

●藁改宸鑓ｌセンター･豊脇

鍾藁委異会●

１認定を受けるための要倅

2認定を受けた場合のメリット
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Å１ＤＳ
考えてみませんか／

小学４年生のエイズ授業
　エイズの授業がどのように行われているか、具体例　　　Ｐ

を示してみます。町内の小学４年生の授業の様子です。

　　　　　　　　　　　　　　　汀は先生、Ｐは児童）

Ｔ（子どもたちにエイズウィルス感染者のジョナサン

　君とまわりの友だちや家族とのふれあいを取ったビ

　デオを見せます。一友だちも家族もジョナサン君に

　普通に接していますづ

　・ここで質問。まわりの人はどうして平気でジョナ

　　サン君といるの？

Ｐ・ジョナサン君の血液にさわらなければ平気だと思

　　っている。

　・エイズにかかって何年かして死んでしまうから、

　　生きている間にたくさんの思い出を作ってやろう

　　としている。

　・ジョナサン君がかわいそうだから、少しでも幸せ

　　な気持ちにしてあげたいと思っている。

Ｔみんな、すばらしい意見がでましたね。

　血液にさわらなければと言ったけど、血液のほかで

　は、エイズにうつらないのかな。にこで、生活の中

　で見られるいろいろなケース。

一例えば、プールに入る。

サッカーを一緒にやる。

蚊に剌される。歯ブラシ

を共用する‥･などと書

いたプリントを配りまし

た｡）

・プリントにあるような

　時に、エイズにうつる

　な？うつらないかな？

　自分の予想を書いてみ

　よう。

エイズ

・エイズはツバの中は苦手だから、これはうつらな

　いよね。

・あれ？蚊ではうつらないかな。

・野球だってうつらないからサッカーでもうつらな

　いよ。（子どもたちはビデオのジョナサン君の生

　活ぶりなどをヒントに一生懸命考えていました）

Ｔみなさん、いろいろな理由からうつるとか、うつら

　ないとか考えていましたね。では、これから答えと

　その理由を書いたプリントを配ります。これを使っ

　て自分の考えがあっているか、どうか調べてくださ

　い。

Ｐ・あれ、エイズは水に弱いんだ。

　・空気や熱にも弱いんだ。

　・血液だけが心配だけど、普通の生活じゃ、他の人

　　の血と自分の血が合わさるという心配ないよ。

Ｔそうですね、血液でうつると言って払普段の生活

　ではほとんど心配ないんだね。

　こんなふうに、授業が進みました。授業後に子ども

たちは、次のような感想を書きました。

Ｔ君：エイズは近くにいただけでうつると思っていた

　　　けど、他の人の血と自分の血がふれなければう

　　　つらないので安心しました。

Ｙ君：エイズは怖いけどうつらないのがほとんどで安

　　　心しました。ビデオで子どもたちがエイズでも

　　　仲良くしていたので優しいと思いました。

KSん：エイズはすぐにうつると思っていたけど、水や

　　　空気や熱に弱いと知って驚きました。これから、

　　　あまりエイズのことは怖がらないようにしよう

　　　と思いました。

ミニ知識

　その19 監修　栃木県伝染病予防調査協議会会長

　　　栃木県連合学校保健会会長

　　　　　　　松　本　　幸　三

御のシステムをもっています。全身を覆う皮膚もその

一つです。 ＨＩＶ感染者・患者の血液がたとえ自分の

身についも健康な皮膚があれば感染することはありま

せん。

また、鼻や口腔内の粘膜も同じ働きをしていると言っ｜

てもよいでしょう。ですから、皮膚や粘膜に傷ついて

いたり、ただれたりしていなければ、そして、そこに

ＨＴＶ感染者・患者の血液が多量に付かなければ、質

問のような心配はまずないと考えてよいでしょう。

｜

｜

　　　　　　　｜

======〃--ノ

　　　　　12

質問にお答えします

則Ｖ感染者・患者の血液が何かのひょうしに鼻や□

腔内に入った場合の感染はいかがでしょうか？

　嬉かに、血液を介しての感染は、エイズの３っの感

染経路のうちの一つです。でも、全感染に占める血液

を介しての感染の割合は、世界全体で３～５％と３つ

の経路の中でも一番低いと言われています。というこ

とは、感染の機会は以外と低いと言えます。血液を介

しての感染の主なものは血液製剤によるものでしたが、

　現在は感染の心配はなくなりました。

　　血液を介しての感染は、ＨＩＶ感染者・患者の血液

　が、自分の血液の中に混入しなければ成立しません。

、人間の体は、外からの病原体に対してさまざまな防



″
き
わ
め
て
良
好
‘

　
　
町
消
防
団
夏
期
点
検
を
実
施

　
火
災
な
ど
の
非
常
時
に
対
応
し
、
防

災
活
動
に
万
全
を
期
す
た
め
、
町
消
防

団
（
梁
高
安
男
団
長
以
下
２
０
３
名
）

の
夏
季
点
検
が
８
月
１
日
、
町
総
合
運

動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
は
、
午
前
８
時
3
0
分
清
水
町
長

の
点
検
者
宣
言
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、

梁
高
閲
長
の
指
揮
の
も
と
、
人
員
並
び

に
服
装
点
検
、
機
械
器
具
の
点
検
、
ポ

ン
プ
操
法
な
ど
、
焼
け
つ
く
よ
う
な
暑

さ
に
も
負
け
ず
に
規
律
正
し
く
機
敏
な

動
作
で
展
開
さ
れ
、
点
検
者
よ
り
「
き

わ
め
て
良
好
」
で
あ
る
と
の
講
評
訓
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、
住
民
の
尊
い
生
命
と
財

‰
入
場
者
1
0
万
人
超
え
る

　
７
月
2
3
日
の
梅
雨
あ
け
と
問
時
に
続

い
た
猛
暑
で
、
黒
川
の
服
ふ
れ
あ
い
プ

ー
ル
に
は
達
日
犬
ぜ
い
の
方
が
入
場

し
、
８
月
3
0
日
に
今
年
の
の
べ
入
場
者

数
が
1
0
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
め
で
た
く
1
0
方
人
目
と
な
っ
た
宇
都

宮
市
東
浦
町
の
緑
が
丘
小
４
年
生
片
山

和
紀
く
ん
は
兄
と
友
人
の
５
入
で
ふ
れ

あ
い
プ
ー
ル
に
来
た
そ
う
で
、
和
紀
く

ん
と
そ
の
前
後
と
な
っ
た
兄
の
裕
介
さ

ん
と
友
人
の
上
田
圭
一
さ
ん
に
清
水
町

長
や
榎
本
教
育
長
か
ら
プ
ー
ル
優
待
券

な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
和
紀
く
ん

は
「
1
0
万
人
目
と
な
れ
て
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
」
、
裕
介
さ
ん
は
「
突
然
の

こ
と
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
、
上
田

さ
ん
は
「
今
日
は
自
分
の
誕
生
日
な
の

で
よ
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

産
を
守
る
た
め
、
日
頃
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。
郷
土
愛
の
精
神
で
活
動
す
る

消
防
団
に
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
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機
械
器
具
点
検
の
よ
う
す裕

介
さ
ん
、
片
山
和

紀
く
ん
、
上
田
圭
一
さ
ん
と
清
水
町
長

一

蘭
学
通
り
に
活
躍
し
た
明
治
期
の
医
師
た
ち
０

　
　
　
渡
辺
　
百
（
わ
た
な
べ
　
ひ
や
く
）

　
○
邸
宅
は
、
現
在
の
「
小
倉
内
科
医
院
さ
ん
」
で
す
。

　
曾
祖
父
・
温
佐
、
祖
父
よ
示
玄
、
父
・

元
良
と
代
々
壬
生
藩
鳥
居
家
に
医
術
を

も
っ
て
仕
え
ま
し
た
。

　
百
は
、
渡
辺
元
良
（
一
平
）
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
、
１
８
６
８
年
（
明
治

元
年
）
壬
生
藩
の
命
令
に
よ
っ
て
、
東

都
の
儒
者
田
口
文
蔵
に
従
い
漢
学
を
修

め
、
１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
福
沢

諭
吉
が
主
催
す
る
慶
応
義
塾
に
入
門
し

英
学
を
研
究
し
、
ま
た
、
１
８
７
４
年

（
明
治
７
年
）
に
は
近
藤
真
琴
の
主
催

す
る
塾
に
入
門
し
算
数
学
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
１
８
７
７
年
（
明
治
1
0

年
）
に
栃
木
県
立
病
院
及
び
栃
木
県
立

医
学
校
に
勤
務
し
ま
し
た
。
翌
年
、
宇

都
宮
県
立
病
院
に
転
勤
し
診
新
採
兼
薬

剤
採
監
督
と
な
り
ま
し
た
が
、
１
８
７

９
年
（
明
治
1
2
年
）
に
退
職
し
郷
里
の

壬
生
町
に
開
業
し
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
、
全
県
下
に
コ
レ
ラ
が
流
行

し
渡
辺
　
百
は
栃
木
県
検
疫
医
を
拝
命

し
（
こ
の
時
の
検
疫
医
は
、
千
生
か
ら

は
五
十
嵐
順
佃
、
斎
藤
元
昌
、
神
戸

二
祭
、
勾
坂
重
利
の
５
名
が
い
る
）
　
コ
レ

ー
ラ
の
治
療
と
予
防
に
あ
た
り
ま
し
た
。

・
再
び
、
１
８
８
２
年
（
明
治
一
口
年
）
に

－
　
－
－
－
１

コ
レ
ラ
が
流
行
し
検
疫
医
と
な
り
患
者

救
療
の
た
め
尽
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
１
８
８
９
年
（
明
治
2
2
年
）

自
治
制
施
行
に
際
し
町
議
会
議
員
に
選

任
さ
れ
、
１
８
９
４
年
（
明
治
2
6
年
）

に
は
壬
生
町
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
が

病
気
の
た
め
就
任
僅
か
２
か
月
に
し
て

辞
職
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
８

９
８
年
（
明
治
3
0
年
）
か
ら
斎
藤
九
昌
、

五
十
嵐
順
知
、
若
非
我
一
郎
と
と
も
に

壬
生
町
種
痘
医
と
し
て
天
然
痘
予
防
と

治
療
に
尽
し
ま
し
た
。

　
百
は
、
１
９
１
３
年
（
犬
正
３
年
）

6
2
炭
で
没
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
市
川
寅
告
諭
で
す

明治30年頃検疫済者に
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「
農
作
業
や
旅
行
な
ど
で
適
度
に
体

を
勤
か
し
て
い
る
の
が
健
康
の
ひ
け
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
高
橋
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

- -

ん
ご
夫
妻
。
俊
夫
さ
ん
は
稲
葉
地
区
受

検
組
合
の
副
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

　
俊
夫
さ
ん
は
昭
和
Ｈ
年
に
稲
葉
尋
常

密達者　　ソ

カッフル(⑩

釜ｹ渕
　高橋 俊夫さん(ワ３)

ノブさん(６９)夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
対

子どもの集まる店を持ちたい

　　　　　　　城　内　　鈴水　智絵さん

　　［今は１年ほど前から始めたゴルフとルアーフ

ィッシングに熱中しています］という智絵さん。

休日は「ゴルフやフィッシングに出掛けるほか、

映画や買い物に行くことが多い」とのこと。

　　「明るい性格ですね」と友人などから言われる

という彼女、「将来は、子どもがたくさん集まる小

物やアクセサリーなどを扱うお店を待ってみたい

ですね」と夢を語ってくれました。

唐心λｔｒ．″｀

南犬飼中学校１年

　　　　野　口　貴　正

覗
◎
⑩
忌

14



何
ご
と
に
も
熱
心
な
テ
イ
ラ
ー
さ
ん

　新任ALT紹介

英国文化を紹介したい
　　　リチャード　テイラーさん（イギリス）

　町の新任外国語指導助手（ＡＬＴ）であるリチャ

ード　テイラーさん（21歳）はイギリスのハイ・ウ

イコム町の出身で、ノティングハム国立大学に在学

中は機械工学を専攻し、日本の文化などについても

３年間勉強しました。

　また、在学中に一度日本を訪れており、このとき

に日本人や日本の文化が好きになり、「卒業したら

ＡＬＴになりたい」と思ったそうです。大学を卒業

後すぐにＡＬＴを希望し７月に来日、８月から壬生

中央公民館などで英会話を教えていましたが、９月

からＡＬＴとして壬生中と南犬飼中で英語を教えて

います。

　何ごとにも熱心に取り組むテイラーさん、「どれ

だけ教えられるか不安もありますが、精いっぱいが

んばります。授業を通じてイギリスの生活や遊び、

スポーツなどについても紹介していきたい」と抱負

を語ってくれました。

ケ
ン
カ
を
し
て
も
す
ぐ
仲
直
り
で
き
る
姉
妹
に
な
っ
て
ね
。

あ
ず
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り

梓
ち
ゃ
ん
（
２
歳
・
左
）
・
翠
ち
ゃ
ん

　
（
父
）
斎
藤
英
彦
さ
ん
尺
｀

　
゛
母
）
　
゛
敦
子
さ
ん
（
１
束
）

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

万
歳
・
右
）

ふ才|しお

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
で
あ
る

農
業
に
従
事
し
ま
し
た
が
、
昭
利
1
7
年

に
召
集
を
受
け
、
昭
和
1
8
年
に
福
島
県

会
津
若
松
市
の
東
部
2
4
部
隊
に
入
隊
、

同
年
３
月
か
ら
満
州
に
渡
り
、
終
戦
後

の
昭
卵
2
1
年
に
日
本
に
戻
り
、
実
家
で

農
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
内
村
（
現
都
賀
町
）
出

身
で
合
戦
場
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

後
、
俊
夫
さ
ん
と
同
じ
く
実
家
で
農
業

を
し
て
い
た
ノ
ブ
さ
ん
と
昭
和
2
3
年
に

結
婚
、
そ
の
後
も
お
二
入
は
農
業
を
続

け
、
現
在
も
米
や
麦
、
い
ち
ご
な
ど
を

つ
く
っ
て
お
り
、
「
も
う
5
0
年
以
上
農

業
を
続
け
て
い
ま
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
俊
夫
さ
ん
は
植
木
を
4
0
年
ほ
ど
前
か

ら
始
め
た
そ
う
で
、
さ
し
木
を
し
て
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
3
0
年
以
上
育
て
た
立
派

な
ゴ
ョ
ウ
マ
ツ
や
チ
ャ
ボ
ヒ
バ
な
ど
が

庭
に
植
え
て
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ノ
ブ
さ
ん
は
花
の
栽
培
を
2
0

年
以
上
続
け
て
お
り
、
百
日
草
や
グ
ラ

ジ
オ
ラ
ス
な
ど
が
庭
に
た
く
さ
ん
植
え

て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
野
球
を
観

る
の
が
好
き
で
、
東
京
ド
ー
ム
に
家
族

で
観
戦
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
旅
行
が
好
き
で
年
に
５
、
６
回
は
出

掛
け
る
と
い
う
お
二
人
、
「
家
族
が
し

っ
か
り
し
て
る
か
ら
安
心
し
て
旅
行
に

行
け
る
ん
で
す
よ
」
と
幸
せ
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

チピッ子アルバム

汪う
赤ちゃん （１歳・左ﾚ弘樹ちゃん（４歳・右）

　　（父）宮沢　隆司さん

　　（母）々　　範子さん

お母さんから一言

(六美町北部)

明るく素直な子に育ってください。

15



女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
大
会

　
第
1
6
団
栃
木
地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

安
全
運
転
競
技
大
会
が
８
月
2
8
口
、
栃

木
市
の
栃
木
県
南
自
動
車
学
校
で
開
か

れ
、
梅
本
市
な
ど
Ｉ
市
４
町
か
ら
１
１
チ

ー
ム
（
Ｍ
Ｔ
車
１
名
・
Ａ
Ｔ
車
１
名
の

２
名
１
胆
）
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

濯
レ
臓
」

【
団
体
の
部
】

優
　
勝
　
託
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
Ａ

　
　
　
　
チ
ー
ム
石
村
セ
ツ
子
（
Ｍ
工
、

　
　
　
　
一
涙
美
恵
子
（
Ａ
Ｔ
ご

　
本
町
か
ら
は
、
８
月
４
日
の
町
の
犬
　
　
第
三
位

会
に
お
い
て
入
賞
し
た
町
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ
会
長
）
　
の
２

チ
ー
ム
４
名
が
出
場
、
団
体
の
部
で
Ｉ

位
、
３
位
ま
た
個
人
の
部
で
も
２
位
、

３
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い

Ｂ
チ
ー
ム
つ
水
音
恭
子
（
Ｍ
玉

石
滞
裕
子
（
Ａ
Ｔ
）
〕

【
個
人
の
部
一

・
Ｍ
Ｔ
車
の
部

第
三
位
　
石
村
セ
ツ
子

・
Ａ
Ｔ
車
の
部

準
優
勝
　
二
瓶
美
恵
子

第
三
位
　
石
津
　
裕
子

　
な
お
、
個
人
成
績
Ｌ
儒
者
は
、
1
0
月

１
日
の
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

|偏蔽
゛㎜呂�Ｌ素顔

白白
。,|　|量……’|‐圖�|

壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム

戦
後
5
0
年
を
迎
え

　
　
　
さ
ら
な
る
平
和
を
願
う

　
5
0
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
た
８

月
1
5
目
、
慰
賞
牌
管
理
委
員
会
（
佐
藤

三
郎
会
長
）
主
催
に
よ
る
平
和
祈
願
祭

が
束
雲
児
童
公
園
内
（
三
好
町
）
の
戦

没
者
慰
霊
碑
前
で
行
わ
れ
、
猛
署
の
な

か
、
町
遺
族
会
、
軍
恩
会
、
目
傷
会
な

ど
、
約
１
０
０
名
の
関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。
。

　
先
の
大
戦
で
祖
国
の
礎
と
な
っ
て
身

命
を
捧
げ
た
８
０
０
金
札
の
英
霊
に
対

し
、
佐
藤
会
長
を
け
じ
め
、
清
水
町
長
、

榎
本
教
育
長
な
ど
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

今
日
の
平
和
と
発
展
を
感
謝
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
国
紙
役
者
追
悼
式
に
合

わ
せ
、
出
席
者
全
員
で
正
午
か
ら
１
分

間
の
黙
と
う
を
行
い
、
さ
ら
な
る
平
和

を
願
い
ま
し
た
。

16

く
り

　
８
月
2
6
日
、
藤
井
む
ら
づ
く
り
か
ん
　
　
復
活
し
た
も
の
で
す
。

ぴ
ょ
う
踊
り
大
会
実
行
委
員
会
（
小
谷
　
　
　
会
場
に
は
、
地
区
内
外
か
ら
た
く
さ

野
幸
作
会
長
）
主
催
の
か
ん
ぴ
ょ
う
踊

り
大
会
が
、
藤
井
小
学
校
校
庭
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
伝
統
文
化
の
伝
承
保
存

と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
藤
井

む
ら
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
藤
井
地
区
６
自
治
会
や
各
種
団
体
と

で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
４
年
前
に

心

ん
の
人
た
ち
が
訪
れ
、
浴
衣
姿
の
子
ど

も
だ
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
か
ん
ぴ
ょ

う
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

藤
井
小
５
・
６
年
生
に
よ
る
か
ん
ぴ
ょ

う
音
頭
の
お
は
や
し
も
発
表
さ
れ
る
な

ど
、
伝
統
文
化
が
若
い
世
代
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

吐ニZこZこ

　奉仕作業で剣士三調を実践

　　　　　　　　　　壬生町少年剣道教室

　８月６日、平和祈願祭に先だち、壬生町少年剣

道教室（三上義市師範）の生徒と父母約40名が束

雲公園と慰霊牌周辺の清掃を行いました。

　同教室では、剣士三割の一つ「父母を愛し、町

を愛し、国を愛する」の実践として毎年行ってい

るもので、当日は炎天のなか、約２時間の奉仕作

業にさわやかな汗を流しました。

心
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８
月
1
9
・
2
0
日
の
両
日
、
恨
例
の
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
が
町
総
合
運
動
場
で
行

わ
れ
、
延
べ
２
万
人
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
、
円
仁
太
鼓
や
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り

花
火
な
ど
に
夏
の
夜
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　　　安塚コミュニティ盆踊り大会

　８月５・６日の両日、安塚地区コミュニティ恒例の盆
踊り大会が安塚小学校校庭で行われ、自治会や育成会な
どからたくさんの踊り手が参加、加わいい浴衣を着た子

俳
　
　
句

'9=5睦サマーフ£スティパル

　８月５・６目の両日、おもちゃのまち駅

東口広場を会場にして『’95睦サマーフェ

スティバル』が行われ、両日とも途中国に

見舞われながらも睦の芸能人集合、バンド

演奏や踊りなど多彩なイベントでにぎわっ

ていました。

亘
泉
づ
願
い
出
ア
ル
バ
ム
②

　　　　　関東大会第３位

　第23回関東中学校ソフトボール大会が８月７日

から９日までの３日間、茨城県ひたちなか市那珂

湊運勤公園において関東（山梨県を含む）の精鋭

16チームが参加して行われました。

　本町からは、県予選を制した壬生中学校ソフト

ボール耶が出場、１回戦で神奈川県代表の強豪有

馬中学校と対戦、勝負強さを発揮し逆転勝ちを収

め、準決勝まで勝ち進み、第３位に輝きました。

　なお、全国大会は代表決定紋で惜しくも敗れ出

場が成りませんでした。

　　席IU
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短
　
　
歌

文
化
協
会
文
芸
部
選

一

風
抜
け
る
特
別
席
の
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

夕
立
雲
見
上
げ
立
読
み
っ
づ
け
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
枝

腕
組
み
の
っ
い
に
く
ず
れ
て
昼
寝
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

戦
友
よ
り
も
五
十
年
生
き
て
敗
戦
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

▽
不
を
息
子
と
分
け
て
飲
み
ほ
せ
る

ビ
ー
ル
に
少
し
酔
い
て
し
ま
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子

古
家
と
も
初
出
場
と
も
椎
っ
け
れ
ど

甲
子
園
選
手
は
み
ん
な
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

達
筆
に
て
心
こ
も
れ
る
友
の
手
紙

端
折
れ
る
ま
で
く
り
か
え
し
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
ヤ
ノ

「
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
と
手
作
り
の

ピ
ン
ク
の
手
提
げ
を
孫
の
く
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

□



キ
ャ
ン
プ
で
楽
し
く
宿
泊
研
修

　
町
教
育
委
員
会
・
町
子
供
会
育
成
会

連
絡
協
議
会
共
催
に
よ
る
児
童
文
化
教

室
（
宿
泊
研
修
）
が
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ

あ
い
広
場
で
８
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で

の
３
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
町
内
の

小
学
生
7
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
「
自
然
に
親
し
む
子

ど
も
」
、
「
体
も
心
も
強
い
子
ど
も
」
、

「
仲
良
く
く
ら
せ
る
子
ど
も
」
を
宿
泊

研
修
を
通
し
て
育
て
よ
う
と
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
ご
う
を
使
っ
て

　
　
　
ご
は
ん
炊
き
に
挑
戦

　
子
ど
も
た
ち
は
、
町
子
逓
役
員
の
方

や
Ｊ
Ｌ
Ｃ
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

ま
ず
班
の
シ
ン
ボ
ル
班
旗
を
作
成
し
、

そ
れ
か
ら
野
外
で
飯
ご
う
で
の
ご
は
ん

炊
き
や
班
独
白
の
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
に

挑
戦
、
ま
た
２
日
目
は
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
３
日
目

は
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
な

ど
を
行
い
、
楽
し
く
も
実
り
あ
る
３
日

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

手
ほ
ど
き
を
受
け
る
親
子

では、６月25目、７月30日の２日問、県立なす風上言己の

丘貧打館の親子体験講座『埴輪づくり教案』において、

会員IO名が埴輪づくりの指導を行いました。

　これは、埴輪について知り、成型、焼成の課程を通し

て古代人の生活や技術を学ぶとともに、親子が同一体験

をすることにより、ふれあいを図ろうと賂立なす風土記

の丘資料館事業として行われたもので、会員たちは参加

者に「踊る埴輪」の成型から火床作り、焼成まで手を取

るように指導していました。

埴
輪
づ
く
り
を
指
導
す
る

　
　
　
荒
川
ヨ
シ
会
員
（
左
手
前
）

　
壬
生
中
央
公
民
館
の
夏
休
み
子
ど
も

教
室
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
親
子
ふ
れ
あ

い
教
室
」
が
７
月
2
6
日
か
ら
８
月
1
7
日

ま
で
４
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
教
室
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を

通
じ
て
親
子
の
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
３
年
前
に
開
講
、
小
学
校
４

～
６
年
生
と
そ
の
親
を
対
象
に
、
今
年

は
料
理
、
陶
芸
、
七
宝
焼
、
茶
道
の
講

習
を
設
け
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
「
お
茶
に
親
し
む
」
を

テ
ー
ー
マ
に
、
親
子
1
2
名
が
茶
道
に
挑
戦
、

茶
道
の
基
本
的
な
礼
儀
作
法
を
習
得
し

て
も
ら
お
う
と
、
当
公
民
館
白
全
講
座

の
生
徒
1
4
名
が
講
師
に
あ
た
り
、
参
加

し
た
親
子
は
茶
の
湯
で
の
座
り
方
や
飲

み
方
な
ど
を
ひ
と
つ
ず
つ
こ
な
し
、
楽

し
く
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
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社
会
福
祉
協
議
言

言
数
字
は
寄
付
回
数
二

金
１
万
２
千
１
０
５
円
①

　
　
　
　
　
ａ
ｍ
・
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
店
縁

金
工
万
２
千
１
４
９
円
心
渡
辺
寅
ハ
様

金
１
０
０
円
①
　
　
　
　
新
里
一
郎
様

金
４
万
６
６
１
円
⑥

　
　
　
稲
葉
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様

金
１
万
２
千
３
０
０
円
⑧

　
　
　
ト
ミ
ー
労
働
組
合
栃
木
支
部
縁

合
８
３
円
①
　
　
　
　
　
佐
藤
史
子
様

金
２
万
円
④
壬
生
町
商
工
会
婦
入
部
縁

合
４
万
１
８
９
円
⑦

　
　
　
栃
木
県
歌
謡
協
全
県
南
支
部
様

金
１
万
１
千
９
４
円
心
　
渡
辺
寅
人
様

●
町
県
民
税
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

●
国
民
年
金
（
１
０
月
分
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
１
０
月
3
1
日
）

納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に

納
付
し
ま
し
ょ
‘
つ
。
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